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Bemard　Ma1amudのGo6’∫G伽6θ
小　林　　基
　Go6’s　G舳θωは前作の1）肋〃∫工伽s（1979）の発表後3年振りのMa1amud
の力作といってもよかろ㌔もっとも分量的には長篤小説というより本文が
220頁程の中篇小説であるが，独創性に富み内容的にはかなり見るべきものが
多いように考えられる。
　1）秘脇’s”㈱が中年の男の性の葛藤を申心に据えたr喜劇」一2ヨであるとす
れぱ，G06’∫G伽θはこれまた表題の重々しさにもかかわらず，かなりとぼ
けた味のr寓話」で，それが例によって喜劇仕立てに終わら恋いのも，この小
説の表題の意味を問う人間がこのユートピアにはもはや存在しないという虚構
のr事実」にある。
　平たく言えぱ，人類の未来はないという状況が描かれているのであるが，そ
のようなユートピアを嚢返しにした反ユートピアから明確な寓意性をひき出す
こと汝ど所詮かたわぬことかも知れない。その上Ma1amudは「寓話」から
「幻想」への移行を得意とするコトバの魔術師として知られているように，そ
の轄晦の術には並並ならぬものがある。それだけにわれわれも煙に巻かれて黙
って引きさがるわけにはいかなくたり，ついには，幻想の霧の中をエホバの顔
をもとめて妨復する羽目に陥るのである。そして「夢」から醒めた後も，一度
は軽く受け流したこの漬神的なテーマにこだわっている自分を見出すことにな
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るであろう。これはMalamudの魔法によるもので，その見事さに感嘆する
とともに作者の強靱な精神に対してたじろぐほどである。そうした間題を視野
に入れて，これからG06’∫G伽θを読むこととする。
2
　地球上のジャンク障営（the　Djanks）とドルシュキー陣営（the　Druzhkies）
は水爆戦争の結果自滅の道を辿る。そして生き残ったすべての人々は気が狂っ
たようにお互いに殺鐵をほしいままにして，ヒトの尊厳を汚し，ついに神の怒
りをかう。神はノアとその一族に与えた約東を破棄して，r第二の大洪水」を
ひきおこしてこの地上から人類を根絶したのであ乱ひとりの人間を除いて。
　この人の名はCalvin　Cohnという古代文化の研究者（paleo10gist）で，r大
惨禍」（Devastation）カニ起ったとき，たまたま海洋の底で学術調査に携わって
いた。
　Calvin　COhnは30代の後半で，身長5フィート6インチとやや小柄であるが，
ごく普通の男性である。その名前によっても分かる通りユダヤ人で彼の祖父も
父親もユダヤ教のラビで，父親は祈薦朗詠者（CantOr）でもあった。彼自身一
度はラピを志したこともあるが，複雑た理由で学者に方向転換をした。こうし
たCohnの経歴が造物主の気に入ってお目こぽしにあずかったわげでは決して
たい。Cohnが死を免れたのはまったく神のちょっとした計算違い（a　minus－
Cule　errOr）で，ミステークであった，と神はあっさり認めている。『私は完
全であるが字宙は完全ではない。』つまり字宙の隅から隅までいたるところで，
どういうことが起っているかはご自身でもわからないように宇宙はつくられて
いる（4），というのである。
　Cohnが調査用の潜水艦で海底に下りてから20分後に両陣営にミサイルが飛
びかいはじめ，彼が水底から上がるのと殆ど同時に全面的破局の戦争は終わり，
人類は滅んでいた，とまるで悪夢のよう恋話である。救命艇や救命胴衣はなく
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なっており，わずかに残っている救命胴衣は甲板に散らばっていた（8）。
　大惨事が姶まった瞬閻にCOhnの同僚の科学者は本船のリベカQ号（the
1～θ肋励ρ）一海洋学術船（㏄eanOgraphic　vesse1）一からみなそそくさと姿
を消していった。高名な古代魚類学者でキリスト教徒のDr．Wa1ther　B直nder
の場合も例外ではなかった。そして乗組員も表面的にはしぶしぶと。
　Cohnはひとつの筏が空気が入ったまま彼が乗るのを待つように残されてい
るのを見付げ，同僚があわてふためいて逃げて行ったことを許す気になる（8）。
　r死者達の憂うつな眠りを眠っている」Cohnを乗せた地加尾励Q号は火
山でできた島に近づいたかと思えぱ，また陸地から遠ざかったりして漂流をつ
づけ乱r死人がよどんだ海面にぽかりぽかりと浮いていた。地あ幽励Q号は
腐りかけた魚の群の中を漂流し，ヘドロの海を黒ずんだ海草をかきわけて進ん
でいつた」（9）。
　目を覚ますと，COhnは，ヨブのように人間と人問の存在を嘆き，すべての
失われた人々を悼んだ。彼は，このr惨禍」に絶望し，ご自身の夢を減ぼして
しまった神に激しい債りを感じる（10）。r戦争は人間によるものであるが，大
洪水は神のものである」（10）と，彼は神をなじる。しかしCohnはよしや神
の意のままに舞台で踊るあやつり人形に過ぎ恋くても，生きのびたいと切望す
るo
　時々雷鳴がとどろき，COhnは身を避げたが，彼はことぱで神をやりこめれ
ぱあるいは生き延びることが許されるかも知れないとも考える。彼は神に対し
て激しく問いを投げかける。rあなたはどういう方ですか」と。そして自分は
いつか神の顔を見るであろうか（11）と思弘
　恋ぜ自分が生き残ったのかCohnは不可解であった。これから先どのくらい
生きられるかもわからない。放射能を扱った本を読んで見ても無駄のようだし，
それにヒロシマ以後生き残った人もいれぱ，死んでいった人もある。なるよう
にしかたらない（9）と，居憧りを決めこむ。
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　通信機関室の中でCohnはそり返った一枚の厚紙に走り書きしたメッセージ
を見付げる。既に知っている内容で，人類は自殺したと書かれてあった。
　ある日，何ものかが鼻を鳴らす音を聞いて目を覚ましたCohnは懐中電燈を
つけて耳をすました。何かこわれ物が徴風にゆれて音を出しているのかも知れ
ない，あるいは赤ん坊が弱々しく泣いているようにも聞こえた。
　その正体は，小さいchmpanzeeであった。
　rびっくりした目を光らせ，ずらりと並んだ洗剤の瓶の間に身体を小さく
丸めて坐り，アバババをやると，弱々しく笑った。このヒトニザルはすり切
れた目のあらい厚地の綿布を首の周りに巻きつげていた。」（15）
　chimp〔chimpanzeeの短縮語〕は，前述のDr．B也nderが飼つていたも
ので，Cohnはかつて博士から話には聞いていたが，一度も見たこともなく，
忘れてしまっていた。
　棚の上で，chimpは何やら合図をした。歯をむき出しにした口を指で軽く
叩いて見せたのである。そのメッセージは明らかで，Cohnが自分の飲み水の
残りを差し出してやると，まるで渇き切っていたように飲みほした。chimpは
Cohnの注意を引くためにぶ一ぶ一と不明瞭在声を出して，また自分の口を軽
く叩いたが，今度は就寝時間まで水はだめだと教えられるとおとなしくあきら
めた。
彼等は意志をかわし合っていたのだ1（16）
　この小さい動物はまた人懐つこくてCohnの膝の上に坐り一rまるでそこに
ずっと住んでいて，きちんきちんと家賃を払ってきたかのように心地よげにグ
ルーミソグをしていた」（17）。
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　chimpの体重はおよそ70ポ1■ドで，大きい耳，平べったい鼻，好奇心に富ん
だ黒い目のふちは骨ぱって隆起している。小柄だがごく普通のchi皿panzeeと
外見は変わらたい。
だがこのchimpが受けた教育は変わっている。飼い主であったDr．Walther
B直nderは有史前の魚類の研究をする前に類人猿について古典的たテキストを
ものしているが，妻君が三人の娘を生んだが一人も息子を生まないという理由
で灘縁し，その後女性をrほんしつ的に」（in　eZZenCe）〔in　eSSenCeの意〕
信用したいので再婚しなかった，という相当ユニークな人で，どうやら息子が
わりにこのchimpを教育しようとしたふしがある。たとえぱCohnが見付げ
た古い写真一博士が赤ん坊のchimpを抱いて肘かけ椅子に坐っている一の中
の赤ん坊は首には小さい銀の十字架のついた鎖をつげてい乱これは余談であ
るが，外国人のサル真似を平気でするどこかの国の若者と違って，Cohnなら
ずともこの銀の十字架が小さい動物にとってどういう意味があると博士が考え
ていたのか知りたいところである。それにこの小ザルの首の包帯にもいわくが
ありそうで，Cohnがその下を覗こうとすると小ザルは手で払いのげる。物語
の中でひとつのサスベンスになっているのだがここで早々に種あかしをすれぱ，
DL　B伽derによるchimpanzeeの言語教育の犠牲で，人語をしやべること
ができるように声の箱をとりつける切開手術を受けていたのである。
　Dr．B伽derは聴覚障害着に教えるアメスラ1■のサインラソゲージをこの
chmpanzeeが学習する過程をノートに記している。
r彼はもう重要なサイソを全部知ってい乱えらく進歩したものだ」（20）
Dr．跳nderはやがてchimpにサインラソゲージの練習だけではあき足ら
たくたり，更に野心的た実験を試みようとする。「大惨禍」の日の1週間前の
日付のノートによって類推することができる。
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　chimpの名前はDr．B伽derによってGottob〔神に賞賛されるべき人の
意〕と名付けられていたがCohnはchi㎜pの抗議を退けてB㎜と改名する。
「ありがたや！叉はかたじげなや！」（gottob！）というドイツ語のひびきを嫌
うとはいっていたい。rB㎜1劃というのはイスラェル人の父祖Abraha㎜の兄
弟Nahorの子孫の一人で，本物の価値のある名前で，Gottobという名前よ
り適わしい」（21）と説明している。
　驚いたことに改名についてchimpはCohnの意見に索直に従わず，怒り，
胸を叩き，息をはずませて抗議してあたりを飛びはねた。おとなLそうで，心
は強く，気むずかしい性格の一面を示Lている。しかしBuzは利1コであるか
ら抗議をしても無駄だとわかると，これ見よがしに大きくアクビをして寝だな
の天辺に上がり，手と足の指を数えてから仰向けになってく“っすり寝込んでし
まった。
　Buzの寝姿を見ているうちにCohnはBuzと多分兄弟のように伸好しに
なれるかも知れたいと感じる。
　事実，Cohnは食糧が減っていくことなど気にならない程，Buzと一緒の生
活を楽しんだ。
　だがそうLた生活に影が射してくる。罐詰の食糧はあらかた無くなり，残っ
たものは5箱のイワシ，12箱の菜食主義着用の豆，3箱のマグロの肉，シロヅ
プ漬の桃2箱だげであった。だが米とメリケン粉はいくつかの大箱にたっぶり
あった。飲料水の滅り方は恐ろLい程で，樽の底が見えてきた（22），という
ように具体的に描かれている。COhnは1回に大さじ1杯を分配した。
　BuzはCohnの2倍の量の水を欽む。洪水はもう二度と真っ平御免といっ
たところだが，若干の貴重な水を蓄えるに足る雨が降つて欲しいとCohnは思
う。B㎜をこれ以上船上で飼うのは無理なのか，いっそこのサルを船から水
中に蹴飛ぽしてし重おうか，自分の生命を救うために，でもそういうことが果
Lてできようか？と思案する。
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　Cohnが水対策に知恵をしぽっていると，空が暗くなる。Cohnが殆ど窒っ
ぽの樽を甲板にひきずり上げて，ふと周りを見ると，Buzが銅製のフライパソ
をまるで雨の神を呼び起こすように音をたてて叩いている。
　そして雨の神が自ら姿を現わしたように風がむせぶような音を立てて吹き始
め，数分もすると黒く濃くなって空から雨が落ち始めていた。舵を失った船は
激しく渦を巻く潮流に突っ込み，ハリケーソによって南方に流される。風は映
えたげり，Cohnは顔から血の気の引いたchimpanzeeを折れたマストにし
ぱりつげて嵐に耐える。
　苦闘に耐えて数時問後に風もおさまり，夜がゆっくりと明けてゆく。
　The　sea　grew　quiet，the　storm　abated．A　white　star　hung1ike　a
1ucent　pearl　in　the　dearing　sky．丁与e　chimp　had　revived　and　was
listening　with　interest　to　his　borborygmus．（24）
　緊張がとけてお腹がごろごろ鳴る音を興味深げに聞いているchimpの無邪
気な表情をユーモラスにとらえて，作者は，「生」のよろこびとr平和」の気
分を巧みに表わしている。
　B㎜は首の包帯の下に2本の指をさし込んで何かを引っぱって取り出し，そ
れをプレゼントのつもりであろうがCohnに手渡す。ちぎれた鎖についている
小さい銀の十字架であった。これはまぎれも放くchimpの養父キリスト教徒
のDr．脳nderがchimpの旧姓Gottlobに与えていたいわぱキリスト教徒
の象徴であり，この銀の十字架をCa1vin　Cohnに差し出したのは，養父交替
の儀式的汰意味を持つことになるが，それは表面的にはかくされている。
　明げ方に肋ろ幽励Q号はサソゴ礁に乗り上げる。そこから海流の向うに見
える緑の濃い岸に向って驚いたことにBuzは背泳ぎで泳いで渡った。岸に着
くと海水をLたたらせたがらCohnに鼻に親指をやるおどけた仕箪をする。余
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裕たっぷりで，a　genius　chimpだとCohnは舌を巻く。
　神はとうとう自分に生きつづげることをお許しになったのだ，そうで匁げれ
ば難破船を離れて岸に辿り着かせなかったであろうとCohnは考える。彼は神
がr裁きの座」（Hls　Judgment）からr慈悲の席」（H1s　mercy　seat）にお
移りになったのだ，そして今日は購罪の目（Yo㎜KipPur）〔ユダヤ教の大祭
日〕であるに違いないと思う。
　島での最初の夜。驚くべき静寂はこの世のものとは思われたかった。Cohn
が身をかくさなければたらたいような動物は全然いなかったが，真紅の花が開
いた枝つき燭台の木の上で遇ごす（31）。
　雨の降る森には1羽の鳥も贈ることたく，虫たちも鳴かなかった。蛇も蛾も
蜆幅も蜥蜴も生き残っていなかった。Buzの伸間もいなかった。世界は何と荒
寡たることか。ひとりだけの経験は何とわびしくつまらないことか。
　r惨禍の日」に滅びた骨が散らぱっているだげで，どこにも人の死体は見当
らなかった。
　島に到着した翌朝，Cohnは次の事実を発見する。
　岩だらげの丘陵地帯のうしろに熱帯雨林が続き，その湾曲部の細いみぞのあ
る黄色い砂岩でできた断崖に洞穴が数個あった。そこでCohnは身を保護する
ために，三つのほら穴をくり抜いた大きな洞穴を自分の部屋に決めた。
　5階の高さ位の断崖は緑とライラック色の丘の胸壁と背中合わせになってい
て，頂上にはたくさん野生の羊歯，苔の生えた着生植物の若木や太いっる植物
が斜面に垂れ下がっている。海岸からは要塞のように見える断崖の左手から
「馬のシッポに似た滝」が落下して，岩の多い地面にあたって水たまりをつく
っていた。その水たまりは濫れて下方のサバンナに流れてゆき，そのサバソナ
の向うに熱帯雨林が丘陵地帯の上に伸びているといった地形である。
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　Cohnの住居となった洞穴は断崖の下からおよそ30フィートのところにあり，
穴の高さは18フィート，奥行き20フィートであった。
　洞穴から30フィート程離れたところにあるアカシアの木立から遠くないとこ
ろに海を見下ろせる離れを建て，洞穴一寝室，台所，そして居聞からなる一の
閉鎖された窒間の生活に飽きると，彼は開放されたベランダ兼r夢想」の部屋
に坐り，そこに船の帆でつくったハソモックをつるして棲になり，孤独な運命
を内省した。
「これが生活といえるのか？」（33）
　島に到着してから1，2週間後にCohnはひどい吐き気に襲われ，猛烈な震
えがきた。何も食べないのに絶えず吐き気，発汗，臭気や全身の抜毛もひどか
った。放射線の中毒によるものかそれともオゾ＝■の層に侵入してきたX線の爆
発の威力によるものか，あるいは神の意志であろうか。
　He　vomited　anything　he　inbibed；fou1ed　himse1±disgraceful1y；
fe1t　abandoned，outcast，b1eak．（35）
　自分を産んでくれた母を呪うCohnの姿にMalamudはヨブの苦閥を投影
している。
　奇蹟的に生命の危機を脱したCOhnは病いの床にある時彼の生命を支えてく
れたものが，護かが与えてくれた果実と木の根の水であることを知るが，その
恩人を目でたしかめることぱできなかった。
　床から起き上ったCo㎞は「馬のLっぽの滝」でできた水たまりに身を浸L
て身を清める。
　やがてCohnを置き去りにしてどこかへ行っていたBuzが戻ってきた。
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Cohn程痩せていなかったが明らかに病気に羅っていたのである。
　大破した地加冶励Q号から持ち帰ったニューヨークのマンハヅタン地区の
電話帳から任意に選んだ100名の人々のためにCohnはカーデッシュ（胞ddish）
を唱える。カーデッシュを唱えるには正式には10人のユダヤ人を必要とするが，
たった一人で唱えても罪にはなるまい。誰が数えていようか？　神は何も言わ
なかった。Cohnはカーデッシュを唱えた。
　rもしわれわれがこの恐るべき結末を迎なけれぼならないとすれぱ，何故
全知の神は我々を創造Lたのか？」（39）
　COhnには結局，神の自已顕現ということにつきるように思われる。そして
人間は巧妙に考えられたが，実際のできは悪く，従って肉体と魂の結合はアソ
バランスになっているという認識のようである。
　Man　was　subtly　conceived　but　less　wel1educated．Body　and　sou1
hung　bad王y　together．（39）
　洞穴の位置をもう少しくわしく調べてみると，島の両岸から坂道を半マイル
程行った所にあり，珊瑚礁の向かい側にあった。
　病気する前に地加居励ρ号から持ち帰った本は，シェイクスピア作晶集，
彼の愛用のモーセ五書，一巻物の百科辞典，学生用辞書，ワルター・ビュソダ
ー著『偉：大なるヒトニザル』等であったが，今度は，医療書，大工仕事の入
門書，料理の本といった実用書と，専門の古生物学書数冊と地理学に関するも
の，更に妻のものだった小説2冊といったところで，それにDr．Bむnderの
鏡台の一番下の引き出しにあった∫θ伽α1s尾”∫力7∫加ψ∫を一度は手にと
って見たが置いてくることにLた，というおまげまでついている。この辺の写
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実的な綱密描写は，『ロビンソソ・クルーソー』やrガリヴァー族行記』を参
考にしていることと思われる。輿味深いところも多々あるが割愛せざるを得ま
い。
　一つだげ記しておくと，Buzは自分がかつて住んでいた濫を引っ張ってくる
と言い張って譲らず，Cohnから見るとそのぱかばかしい棲を持ち帰ったこと
である。
　だが，1週閻降り続いた雨上がりの曇り日の朝，珊瑚礁に出かけた時，船は
無くなっていた。最後のr家」を失った喪失感は犬きくCohnはBuzが自分
の濫に固執Lたわけが分ったような気がする。
　島を探険するためにCohnは筏で出かけたり，またBuzと一緒に内陸部へ
の徒歩族行を試みた。
　赤遣地帯のこんもりした熱帯雨林は苔のついたつるが葉枝にからみ天蓋をな
しており，そのつるの輸を通して陽が射した。森の地面に這うように花々が咲
いており，赤，白，黄色の色とりどりの花々が，人間や動物の死滅した空間を
ひっそりと飾っていた。それにしても一体何が授粉したのであろうか。神ご自
身がその役を引き受けられたのであろうか。
　島を一周するのに2週間を要した。島の位置は多分インド洋上，アフリカの
南岸沖にあることは植物の分布から推測できた。
　島の長さは20マイル，幅6マイル，もっとも中間点は9マイルから10マイル
にふくれているようである。島の名前はいくつか考えられ，たとえぱ，Broken
End　Island，若い友人に敬意を表してChimpan　Zeeという名前も浮かんだが，
結局Cohn’s　Is工andに決童る。
　島にこの地名を記した標識を立ててみたが，主たる神（the　Lord）に敏慢
（hubris）の罪をとがめられないように取り除くべきだと思う。Cohnの頭の
隅に神に対する恐れが抜げることはないが，また徐々に自分の世界をつくり上
げようと試みる。
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　晩秋の雨，冷たいどろどろの雨だれが滝のように降り注ぐ。雨はあきれる程
降り続いた。ユO月から12月まで，そして3月から5月末まで一カレソダーが改
かったので確定的ではないが一殆ど止むことはない。
　午後にたって雨が小降りになると，Cohnは果実を採るために毛織りの褐色
のポンチョを着て，雨をはじく毛皮の帽子を被って出掛けた。Buzはと言えぱ，
いざとなると泳ぐことはできるが，雨は大の苦手で，ひどく降る蒔など洞窟の
中で半ぱ緊張型分裂病のように坐り込んで流れ落ちる雨足を見詰めているので
あつた。
　致命的なr傷害」にもじっと堪えて大地は果実や花を生じた。神を弁護した
という事実である。
　Cohnは果実が熟していない蒔，あるいは食べられない時は別だが，果実を
常食するようになる。
　晩秋の頃にたると島は湿って寒く，陰麓な目々が続く。熱帯地方に冷え込み
があるとばCohnは思ってもみなかった。長ズボンに，ウールの靴下，それに
セーターを2枚重ね着して，その上にオーバーコートを身に纏うという有様で，
何か異常なことが天侯を変えてしまったのか，ひょっとして滅亡した世界の阪
が，風で大気の中に閉じ込められたのかも知れない。そうであれば普段の天侯
より一層暑いか一層寒いのどちらかで，あるいは新氷河期の到来ということか
も知れないという不安があった。
　洞窟はできるだけ外部から隔麟されるように造作が施された。二袋のセメン
トにハンマーで砕いた石と水をまぜてつくったコンクリートで彼は二つの洞窟
の間の通路を6フィートの高さまで塞いだ。残りのスペースは通風のためのも
ので，特に燃やした木材が湿っていて嬢るような場合のために欠くことはでき
なかった。
　しかし洞窟はそう屠心地の悪いものではたく，天気の日には草の匂いがする
し，雨の日には熱帯雨林のような匂いがLた。
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　雨が降らない時にはBuzは洞穴の近くのアカシアの木を好んで休んだ。そ
して真夜中に雨が降るとBuzは彼の濫の中で寝た一Cohnと始めて会った時
より3インチも大きくたっていたけれども。
　ふたりは鬼ごっこをしたり，かくれんぽをしたり，ビー玉遊びのかわりに木
の実の穴入れ遊びをした。Buzが藷すことさえできれぱ申し分のない友達にな
れるのに，とCohnは思う。だが遊んでぱかりいたわげではなく，春に在ると，
田に水を引いて水田をつくり，また畠にはヤムイモやササゲ豆を植えた。Buz
は時々園芸の仕事も手伝う。手先はお世辞にも器用とは言えなかったので植え
つけの作業より取り入れの方が向いていた。いくつかの道具はかなり器用に使
うことができた。罐切りで罐を開げたり，ナイフで果物を薄く切ったり，ハン
マーを使うことなどおてのもの。
　他方，Cohnは非常に器用で，ジャックナイフや襲で木を彫り，鉢，大皿，
水差しなどを上手にこしらえた。また思い出のつもりで種々の木製の花や動物
を彫ることもあった。
　或る目CohnはBuzののためにDr．B伽derのトヅプコートを改造して小
さいハンモックを敢り付ける。2本の樫の枝に渡したハソモックの中で，Buz
は横になって，ゆっくり揺られながら寝込んでし重う。このハソモックはCohn
とBuzの友情＝の絆と平和な生活を象徴している。
　Cohnに時々不安の影が差さ淀いわけではない。それは決してご自身の姿を
見せたい神の存在とその威力の恐ろしさであ乱しかしr神が私を殺すつもり
であれぱ，Buzを私に下さるであろうか？」（51）とCohnは考える。
　B㎎は議論好きで，島の形についてCohnがrずんぐりLた瓶」のようだ
と言うと，Buzは「いやパナナのようだ」と言い張る。ところがことぱについ
ての理解力はまだ童だで，Cohnが“Wトyou　and　I＿are　alone　in　this
world．Doyou㎜derstand？”と言うと，B㎜は“B㎜wantsfmit．”とい
うサイソをした。“I　feel　a1one（lone1y）．IsB㎜lonely？”とサインをした
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ところ，“What　is　alone？”という間いが返ってくる始末で，a1oneとか
1oneIinessということぱがのみこめないようである。
　スポーク：■・イソグリッシュにBuzの耳を慣らさせるためにCohnはツェ
イクスピアのものを朗読した。人間で言えぱローティソ向げの適当な読み物が
なかったためでもある。
　『ヴェニスの商人』は失敗した。Buzが退屈して欠伸をしたので，そ一セ五
書の創世記に切り換えて，天地創造の最初の六日間のところを読み上げると，
Buzは再び十字を切る。恐らくDr．Binderが彼にキリスト教の信仰を吹き
込んだのだと思う。
　Cohnの考えでは，もしこのふたりのうちのひとりがキリスト教徒で値のも
のがユダヤ教徒であれぱCohnの島は楽園ではあり得ないということであっ
た（54）。
　Buzをユダヤ教徒に改宗することを強制するつもりはないが。子供の頃から
大切にとっておいた黒色の小さいヤムルカをカ・ミソの中から取り出してBuzの
反応をうかがってみたりするのも，このchimpが人問の13歳に当るとすれぱ。
いわゆるバルミッバーを施すべきかと心は徴妙に揺れ動くのである。
　その間CohnはBuzはイソップ，ラ・フォソテーヌ，ドリトル博士や「ハ
シディズムの物語」などから記憶している物語を朗読する。
　実験のレベルを色々と変えてみて，それを高める工夫を凝らし，感覚が鋭敏
で聡明な被造物をヒトのレベルにするという試みである。
　さらにBuzに話しかけることによって一彼がどれ程理解できるかは別にL
ても一Cchnぱ自分自身の声を聞き，自分がここに存在しているということを
確認したいではいられなかったことも事実である。このCohnの内的必然性の
説明には人間に対する神の一方的な働きかげを暗示するものがあ私
　chimpに対してCohnの身の上話というか，虚飾のない家族の藷が語られ
る。
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　Cohnは前にもふれたようにユダヤ教会堂の祈薦朗詠者（cantor）で，ラピ
であった。父親の第二子で，その父もまたラビの長男であった。ラビであった
Cohnの祖父はポグロム（Pogrom）で殺されたという。
　PogromとかholocaustといったBuzの聞いたことのないような言葉を
Buzが黙々と聞いているのも妙な状景である。
　今度はchimpに身の上話をするように水を向けるが，いくら苦労しても声
も出ず，コトバにならないことは言うまでもない。
　Buzが声が出ないのにいらだった時Cohnはポータブルプレィァを出して
きて彼の父親が嘆きの祈りを朗詠したレコードをかげてきかせる。
　祈薦朗詠の張りのあるバリトソの声は洞窟に響き渡る。COhnは父親が「惨
禍の日」の前に亡くたったことを神に感謝した。あのような惨害に対しては決
して神を許さないであろうから藺
　最初はどこからその声がくるのか驚いていたBuzは，Cohnの説明には耳
も貸さず洞穴の入口に突き進み，つるをかき分げて夜の闇に眸をこらす。Buz
の頭髪は逆立ち，犬歯は光を放った。彼はのどの奥でぶ一ぶ一と言った。これ
はBuzのr変身」の第一歩かも知れない。
　明くる晩も夕食後に父親のレコードをかけると，Buzはそれに合わせてヨー
デル調で歌った。Cohnは感傷的な気分になって声の音楽に合わせて踊りを踊
った。親指を鳴らL，腰を振り、イデッシュ語で歌う。一
「私はババのために踊りを踊る」（59）
　B㎜もまたステップを踏んだが，突然氷りついたような顔をしてダソスを止
めた。「どんな心配事があったのか。近頃大分神経が高ぶっているた」とCohn
は思㌔年頃のせいだろうか満たされない欲望のためであろうか。たしかに
Buzは異性を求めるに十分な程成熟してきていた。
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　不安な夜の静寂につつまれて地面に黒いスーツを着て腰を下ろしている大男
の姿を見たとき，Cohnは息をのみ，あやうくランプを落とすところであった。
誰何（すいか）すると，「その男はゆっくり体を起こすと，gormaとなって音
をたてて立ち去った」。
　9oriI1aを避げて洞窟に逃げ帰るとCohnは本能的にシャベルをつかんだ。
が，思い直してオレンジに手を伸ぱす。Buzの方はエイプというよりモソキー
のように騒々しく狼狽（うろた）え，怯えて，半ぱヒステリー症状を呈した。
　CohnはBuzを落着かせ，攻撃的に出なければ，9orillaの方から攻撃して
くることはないといましめる。
　rもし造物主のコンピューターが数の真実を神に告げるのを止めたとしたら，
大小にかかわらずどれだげもっと多くのヒトニザルに遭遇しなげれぱならない
かわからない」（61）とCohnは思う。
　翌朝あの9orinaは洞穴から50フィート離れたところにある髪を生やした椰
子の木の下にひとりで腰を下ろしていた。CohnはこのgOrillaはおだやかな
紳士だから，向こうからサインを送ってこない限りは知らぬ顔をLていようと
思う。
　彼独特のセオリーを実施するために蓄音器で音楽的に接近してよいと考えた
が，そうしないで，思い切って前に進み，gorinaから10フィートほどの所に
ある草の上に腰を下ろしたが，心臓は激しく鼓動した。その時Cohnは驚くべ
き洞察をしていた。
　r私はこのものを知っている。私は彼の匂いを知ってい飢私達は以前に
会ったことがある」（62）
　　rあなたはあのかたですか？」とCohnはへりくだって訊いた。「私が病
んでいた時養ってくださった。もLそうであれぱどうぞ心からの感謝を受げ
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入れてください」（62）
Cohnの問いが分かったのかどうか，9ormaはまぼたきするだけであった。
ゆうに500ポソドの体重があるこの巨大な動物に用心深く伏目勝ちに近ずき手
を伸ぱすと，gOri1bは短い足で立ち上ってしっかりとCohnの動作を見守り
ながら彼の右手を上げた。素早くgOri1laの仕草を認めたB㎜は中に割って
入って金切り声をあげて握手の邪魔をする。α）hnが嫉妬深いchimpを抑え
ようとすると，彼はgori1laに向って何やらまくL立て・相手を詰った。
　chimpが攻撃のポーズをとったり，あるいは退くと見せてまた攻撃を仕掛け
たりする間，gOri11aの方は辛抱強く相手を駿（かわ）して寄せつけない。そ
のうち独特の歩き方で立ち去った。
　本物の紳士だ，とCohnは思う。
　この9orinaをCohnは妻の父親の名前に因んでGeorgeと呼ぶことにす
る。当然のこと在がらBuzの醐笑と野次を受けたけれども。
　朝まだき頃Buzがまだ眠っているのを見定めると，Cohnは忍び足で濫に
近ずき，小さい鋏を木の横桟の問から差し込んで，Bu2の汚臭ふんぷんたる首
に巻いてある布をチョン切ってしまう。Dr．醐nderによる手術の傷はすっか
り癒えていたが，人閻ののどぼとけがあると思われるところの傷跡から2本の
平べったい銅線が出ていた。（艘）
　CohnがBuzとふざげている時その銅線をよじって合わせたところ，Buz
はかすれるような咳をしてから金属的な短いことぱを発Lた一まるで中世の奇
蹟劇の台詞を暗唱するように。
“Fontostish〃／I　con　hear　myzelマspeag〃／pong＿pong、”（64）
〔“Fantastic！I　can　hear　myse1f　speak．pang＿pang．”〕
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　Buzの声は金属的でまるで今までに一度も自分がはっきりしたことぱを聞い
たことのない耳の不自由な人のようであった（65）。がこれは奇蹟で，aを0，
k，9，P，sをそれぞれb，t，d，zと発音する以外はちゃんとした英語
を話す。
　適当な発声器官（apropeτlarynx）が次いのにどうして話せるのかとCohn
が訊くと，B吻は堂々たるコミュニヶ一ション論を展開する。即ちr本来動物
達は誘すことができます。伸間同志では話し合っています。だからいつか我々
があたたたちの音素（Phoneme）をきくことができるようあなたたちが我表の
音素をきくようになるでしょう。もしあなたが一匹の生きた動物と意志を疎通
することができれぱ，あたたはすべての彼の伸間たちと意志をかわすことがで
きます。もしあなたがその可能性を認めるならば，可能です」（65－66）。
　Cohnはコミュニケーションの性質とヒトの言語能力の発達を理解するのに
きみの経験はすぱらしい機会を提供している（66），と言う。
　更に意味論（SemantiCS）の領域においても重要た貢献をすることがきっと
できる。だが，私達以外，それにGeorgeも含めて，この奇蹟を見るヒトが他
に誰もいないのは非常に残念だ，とCohnが言うと，おもしろいことにrナザ
レのイエスがいます」と言うことぱが返ってくる。Cohnは仕方たく「多分ね」
という。
　Buzの首の銅線をきつくしめると，ことぱの終わりに必ずつげていた‘pong
－Ponぎを言わなくたる。それからはB㎜の発音は更にはっきりLてDr．
B伽derの発音の託りの痕跡をとどめたくなった。
　Buzは単語の意味が分からない時にそれを推測するようになり，更にrあな
たが言わないこともまた何かの意味がある」（67）と驚くべき洞察力を示す。
このことは言語学習の山場といってもよく，この認識を契機に飛躍的な進歩を
示すようになるo
　ある時Buzは誰が言語を発明したのかと言うのでCohI1が人間と答え，更
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に語を継いで，ことぼのおかげで人間はすべての他の被造物よりすぐれたもの
となった，と言う。するとB㎜の言葉は辛辣を極める。
　rもし人間がそれ程優れたものであれぱどこに今人閻はいるのですか？」
（68）
　「ここに私がいる」というCohnの言葉に対して「わたしが言うのは人類は
ということです」とびしっとやり込めている。
　CohnはBuzにメタファーを理解させようとして躍起になるが，どうやら
メタファーの周辺を堂々あぐりしている。r性」についての象徴的な意味や，
父なる神と子放る神のアナロジーにまで話しが及ぶが，Buzの理解が即物的な
範囲を出ないのも止むを得ないところで，ふたりの言葉の食い違いが実に僕作
である。
　後で，rもし私があなたの言葉を習いつづげれぱ私は人間になるのですか」
とBuzが無邪気に尋ねると，Cohnは，「多分きみ自身の場合はそういうこと
はあるまいが，それに類した重要なことが長い間で見れぱ起こるはずだ」（69）
と答える。
　CohnはB吻に人類の起源について，進化論について，旧絢聖書の神話的
解釈について話をす乱アダムとイヴの楽園喪失について一役かった蛇につい
て中世のタルムードの注釈者の珍説まで紹介している。好寄心の強いBuzが
素朴な質間をしてCohnを困らせるところに巧まざるユーモアがある。
　旧約聖書中のr神話」をめく喝話はCobnとB㎜の性格の相違を対照的に
表わしている。特にAbraha㎜とIsaacの物語についての解釈はこの小説全
体の基調になっている。この点については後程触れることとする。
　gori1laのGeorgeは森の中の放浪者で，普通9orulaは一夫多妻の家族型
であるが，彼には妻子もなくひとりぼっちで放浪Lいてた。草や木の根，樹皮，
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竹のずいを常食としデザートには果実を賞味する。一個の首い果実を見付ける
ために50個もの苦いマンゴーをうっちゃる。COhnはそうLた浪費は我慢なら
恋かったが，他の点では好まLい性格をもっていた。
　やがてGeorgeは晴れても曇ってもCohnの洞穴のそぱに来て，黙って蓄
音器から流れるCohnの父親の祈薦の声に耳を傾げる。終わると，すっくと立
ち上って胸を叩いて森の中に帰ってゆく。これを日課としていた。Georgeに
は旧約の予言著の風格がある。CohnはBuzにGeorgeが平和主義的だと教
え，やさしくするように頼む。Georgeに対して棒や石を投げれぱ投げる程彼
に対する恐怖は大きくなるぞ，と警告する（81）。
　Cohnの戎めを馬耳東風と聞き流して，生意気盛りのchi㎜pはGeorgeの
ことをr肥った愚かな豚，おまけに臭い」（81）という。B㎜のGeorgeに対
する憎悪の感情は，人間のr種族」のイドラを滑稽に描いてい飢が憎しみの
原因は，勿論それだげではない。
　田圃から帰るとCohnは大切なレコードが1枚失くなっていることに気付く。
Cohnの説教に腹を立てたBuzがいやがらせをしているのかとも思ったが
さにあらず，Georgeがユーカリの木に腰を下ろしてレコードの盤をかじって
いたのである。
　「こんちきしょう」とCOhnは叫んだ。「また許可准しに洞穴に入ってきて
みろ射ち殺してやるぞ」（82）。
　Cc㎞の怒声を聞くと地面すれすれに身をかがめ，それから逸走した機関率
のように熱帯雨林にかけ込む。
　Cohnの愛の教義はもろくもくずれ矛盾を露呈する羽目に陥る。
　春の間CohnとBuzは筏を使って島の突端部を探険に出掛ける。Cohnは
例の如くポンチョと毛皮帽という出で立ち，Buzはヴェニスのゴソドラの船頭
よろしくリポンのついた赤い麦わら帽をかぶって楓爽と。それにCohnは
日径3C．06ウインチェスター70のライ7ル銃をいつも持っていた。一方B岨
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は銃のかわりにアルミニュウムでできたオールを軍隊式に時々肩に担いでいた。
　ふたりが海岸からおよそ2マイルのところに露出している砂岸を調べている
うちにCohnは言葉もなく立ち止まり，半ぱ液体のような粘り気のある黒い小
塊を指さす。それは生物のように見えたが，実は動物の糞であっね
　ふたりが海岸に戻ると筏はなくなっていた。Cohnはいつの日かこの島を離
れるためにその筏を当てにしていたのだが。
　ここでCohnは筏を椰子の木につないでおかなかった遇失をBuzの責任に
Lて答めている。Cohnが0rtega　y　Gassetの言葉を援用して経験から学ぶ
ところが人聞とchmpanzeeの違いであることを力説すると，B吻も負けて
はいない。r惨禍の日」にトイレヅトにかくれていて助かったのはDr．馳nder
のおかげであると前の「養父」を持ち上げ，この島をDr．Walther　B舳der
の島と改名するように提案する。
B㎜の妙なしく・さによってDr．Walter　B伽derが変った人であることが
暗示されているら
　洞窟の外でGeorgeはr蔦のカーテ＝■」を通LてBuzがCohnに甘えて
いる光景を盗み見していたが，Cohnと目を合わせるのを避けてあわてて走り
去る。嬢妬したのか，衝撃を受けたのかCohnには分からない。我々にも分か
らない。
4
　TheSchooltreeの章の冒頭の言葉一God　was　silent．は実にいい。一人の
man，一匹のchimpanzee，一頭のgori1la一三老三様の運命がこれから開か
れてゆくいわぱ展開都にあって，これ程力強く神の存在を表現する言葉は恐ら
く他に見付げることはできまい。
　Cohnの最犬の関心事ぽ神は「私を」一「我々を」ではなく，「私」をという
言葉に留意すべきだが一ごの世に残すつもりか，否かということである。彼は
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神と接触したいと思って祈るが内から自ら湧いてくるものがない。捨て鉢にな
って，夜の虚空に向ってココナツの実を投げる。彼はココナツの案が空を飛ん
で神の耳を擦遇する様を想像する。空に氷の文字でr波を立てるた！』それか
らもう少しやさしく，『私の注意を引こうとするな，私がお前の注意を喚起す
るのだから』（92）と書かれる。
　ある時BuzはユOO匹ものchimpa㎜eeを発見したとCohnに報告する。1
ダースではないかとCohnが反問すると，r群をなしていた」という言葉が返
ってきた。Buzの言葉に半信半疑であったが，急いで彼の後を追うと，洞窟
の下手の林の中に入って行った。そして大きな擦り傷一多分COhnが投げた
ココナツの実でできた擦り傷であろう一のあるバオバブの木の中程にChim－
pam2eeが5匹お互いに身体を寄せ合っていた。彼等はお腹は突き出ているが，
顔は痩せこげていた。
　新来の5匹のchimpanzeeをつぶさに観察すると，若い雌はしおらしく白
い花をもち，白い口脅の雄は目がしょぼくれており，せきかぜに罹っていた。
また9orillaのように不機嫌液顔をした若い雄はCohnに向って毛を逆立てて
威嚇Lた。残りの2匹の痩せっぽちの雄の子ザルは，あきらかにBuzより年
少だが、比較的に大きな頭で，両眼の位置が低く，手足が短かかった。2匹の
子ザルば双子であった。
　「きみたちはどこから来たの？」とCohnが訊くと，びっくりした5匹のサ
ル達はまるで笛で合図されたように群をなして森の中に消えて行った。
　5匹もchimp達がいたということは，この島にひょっとして人間，しかも
女性がいるかも知れないという淡い期待をCOhnが抱いたとしても不思議では
ない。あながち神の言葉に対する懐疑心につながるといって責めることはでき
ないかも知れない。むしろ一人の男性の欲望に同情すべきであろう。Cohnは
彼らの跡を追うことは止めて，餌（バナナ）で釣ることに決める。
　このところは動物の餌付げの普通の方法と変わるわけではない。そして新入
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りのchimp達とのコミュユケーショソをはかるためにCohnはBuzにchimp
語の通訳を依頼し，彼自身はなるべくサル達の自治権を侵害しないように努め
る0
　Georgeを入れると今やCohnの島の仲間は8名になった。ということは，
ユダヤ教徒が公の礼拝を行なうに必要な10名には及ぱないが，そのうちに数が
揃うかも知れないなどとCohnに途轍もない考えが湧いてくる。
　Cohnは果実のなる木の地図を拡げて，その状態をつぶさに調べ上げ，chimp
達が互いの権利を侵さないために果実の木を配分すべきであるかとも考える。
　Ca1マin　Cohnに対する神の決定的な意図に関してこの5匹のサルの出現は
何を意味するのかということが彼には不安で，気がかりである。一r明らか
に神はまたへまをやらかした。あるいは神の性質は数が数えられないというこ
とたのか」（97）。
　新来のchimp達を前にCohnは歓迎の辞を述べ，彼のことをr保護者」
（Protector）と考えてもらってもよいと言う。またchi㎜p達から申し出たわ
けでもないのに1eadershipを不承不承だが受け入れてもよいなどといい気な
ものだ。Cohnの演説は厚か童しい政治家の口調に似ており，chimp達には
面白くも何ともない。たとえぱ人権にひっかけてequalとかfreedomとか
obligationといった政治向きの言葉を使っても彼等を信服させることはとても
でき次い。CohI1の訓話はch㎞p達の鰯笑を買うだけとなった。Cohnは樫
の丸太を裂いて塀をつくり始める。万一の場合，洞窟の入口を遠やかに塞ぐた
めである。
　近頃Buzは新来のchimp達と遊び呆けて，あまりCohnの洞窟に寄りつ
かなくなっていたが，闇にまぎれて貯蔵Lてある食物を探している所をCohn
に答められる。がB㎜は開き直って，「私が探しているのはMadelynにあげ
る板チョコを1枚です」（103）と言う。CohnがMary　Made1ynて一体誰の
ことかと訊くと，「ぼくが関心をもっているchimpδnzeeの娘です」（103）と
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Buzは答える。
　きみが彼女にMary　Madelynという名前をつけたのか，というCohnの
詰間に対して，Buzは誇らしげに肯定し，r命名の独占権は誰にもない」（103）
と言う。するとCohnは言う，rそれはかつてはアダムの仕事であり，この島
では自分のものである」（103）と。Buzも決して後には退かないで，命名は言
論の自由であると言い張る。しかもMa呵Madelynだげではなく，Buzは
新参者全員の名前を既に付けていた。
　攻撃的で筋骨の邊しい若者はEsau，年寄りの嬢はMe1chior，そして双子は
LukeとSau1of　Tarsusという。みな聖書やキリスト教伝説でよく知られた
名前である。が，たとえばどこから双子の名前をとってきたのかと尋ねられる
と，BuzばrDr・B舳derは2匹のアレチネズミにそれらの名前を付げてい
た」（104）ととぽける始末である。
　Buzの話では彼等は家族ではなく「大洪水」のあとでこの島を妨復（ほうこ
う）している時にお互いに出会ったという。
　Esauがグルーブのリーダー格であるが，その名の通りに反抗的で粗暴な性
質をもっていることがわかる。Buzの話ではMary　Madelyn一マグダラの
マリァに由来する一は好人物のMerchior〔東方の三博士の一人〕が好きで，
あの双子とも一繕に4匹でうまくいっていたが，Esauとはだめ，Esauが欲
するものといったらセックスだけということである。どうやらBuzはM1ary
Made1ynをめぐってEsauとはライバルである。
　Cohnはchimp達を組織して，島の法律によって生活させようとし，お互
いの意志の疎通をはかるため，例によってspeechの訓練から始めようとする。
ところがBuzが言うには，rchimp達の話し方は彼ほど明瞭でないが，『信
仰』があるのでコトバをしゅうとくした」（106）。
　科学着としてはどうしてchimp達が英語を藷すことをおぽえたのか説明で
きたかったけれども，Cohnは，このr驚くべき奇蹟」を祝って過越の祭りの
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祝宴（seder）を催す。
　CohnはGeorgeがくれば歓迎して，ヘブライの予言者E1ijahの席，いわ
ば主賓の席につかせると明言す乱彼は放射熱にやられて病の床にあった蒔助
けてくれたのはGeorgeではないかと感じている。Georgeにはただの9orma
以上のものがあることを認めている。
　祝宴の席についたchimp達は賢い長老達のように見えた。
　Cohnが趣向を凝らした卓上の品物のひとつひとつが，イスラエルの民がエ
ジプトの圧制老から逃れたExodusの象殻的意味をもっていた。
　この「お祭りごっこ」は，途中まで調子よく行っていたが，遅れてやって来
た9orillaのGeorgeがスピーチを求められて言葉にならず興奮Lて，暴れ
出L，滅茶滅茶になる。
　CohnはGeorgeの暴行を赦すとともにこれから行ないを改めるように求め
る。がGeorgeは沈黙するだげである。そこでCohnが「放蕩息子」の話を
すると，9ori11aは涙でマッッオをべとべとにしながら聴いている。
　CohnとGeorgeの和解は成立Lたようである。
　Cohnは時々白子の類人猿（an　albino　ape）の夢を見る。a1binoの姿を求
めて熱帯雨林の中に入り三日三晩滞在したが霧にかすむ樹々と葉の間にぼうっ
と白い影を垣閻見ただけである。Cohnはこのような未開の島に神が自分を導
いたことを呪う。
　怒りがつのりCohnは鉄の槍を投げると，雲の聞から天使の美しい声がす
る。
　「Cohnさん，どうか漬神的な考えを口にしないで下さい。絶対者につい
て子供っぽい疑問を言ってはいけません。これはあたたのために言っておき
ます」（125）
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　Cohnは心から謝罪する。
　天使によると、Cohnの見たものは神の姿で，神を顕現するためには，あり
とあらゆるものを利用する，と言う。「この世界にもう一人別の人間，ひょっと
して女の人がどこかに生き残っていないのですか」とCohnが尋ねると，「あ
なたのような人はもうどこにもいません」天使は答える（125）。
　ここでも例によっておまげが付いている。天使が，「私が答えたことはすべ
て本当に信じるのか」と言うと，Cohnはr必ずしもそうではありません」と
正直に答える。「それでは夢にしておげ」と言って天使は消える（126）。
　COhnは神を愛するよりもずっと神を恐れた。神に対して用心深くしなけれ
ばならない，自分の言葉，考え，そして夢でさえ，迂摺には言えたいと思う。
　他方Cohnは，こういう結論に達した。一
　神を喜ぱせることは，島の住民が相互に影響し合いながら機能する杜会的共
同体を徐々にしかも賢明につくってゆくことであろう。そのためにCOhn自身
は助言老，また保護者として彼等が自らを理解し，社会契約を完全に実行する
助けをしよう，と決意する。換言すればchimp達をciYi屹eすることに神か
ら依託された使命を感じる。
　そこでCo㎞は一本のr木の学校」を創設する。
　ape達は毎朝2時閻規則正しく授業に励むことが義務づげられた。安息日を
特定することができないので，7日員毎に授業を休みCohnの神に対する尊敬
と好意を表わすことにする。
　授業開始の合図には真録のホルンが吹かれ，彼等の中にはいやいやユーヵリ
の木の学校に登るものもいたが，chimp達は概して授業を楽しく受けた。も
っとも時々授業をさぽるEsauが進行を阻害することはあったが。
　Cohnは木の根元の落葉で堆い所に教壇をつくり，椅子に腰かけたまま授業
をした。
　MelchiorとMary　Made1ynは皆勤で，講義をすすんで聴き，模範生ぶり
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を発揮した。
　B㎜はCohnの語法の誤まりを指摘する程に進歩した。たとえぱthatと
するところをwhichを使ったり，PrecipitousとするところをPrecipitate
にしたりした場合などである。そういう時Cohnは機嫌よく自分の誤りを認め
た。
　双子のLukeとSau1of　Tarsusは難しい授業で頭を悩ました翌日はたい
てい休んだ。
　gori11aのGeo㎎eはいわぱ聴講生のようたもので，ユーカリの木の隣りに
ある杉の木の上から聴講した。それは特にあの過越の祭の後ではGeorgeを伸
間に入れることを皆が嫌ったからでもある。Cohnがrgori11aの人権」を擁
護Lてchimp達と議論したが，幸いにもというべきかGeorgeはひとりにな
る方を喜んだ。
　GeorgeはCohnの話に耳を傾けても全然Lやべらないので，分かったかど
うかはっきりしないが，CohnはGeorgeが聞いたことは全部理解していると
いう確信のようなものがあった。
　自分の運命は残り少ないがchimp達の運命には少なくとも可能性があると
Cohnは思うo
　CohnはC．R．Da岬inやA．R．Wa11aceが提起Lた種の起源と自然陶汰
の説を詳しく説明した。更に底か育ちかの論争（the　natur←nurture　Con－
trOVerSy）について一言するとともに杜会生物学についても簡単に述べた。す
るとGeorgeだけがCohnの話に抽手した。果してGeorgeは自分がしてい
ることを分かっているのか，それとも手のひらで架空のハエを叩きつぶそうと
したのか分からなかった。
　COhnは叉人間のアソピヴァレントな佳質，肯定と否定，善と悪，死と生，
幻想と現実といった両面的な佳質の同時的存在，そうした矛盾した性質が惹起
する複薙にして胸が痛む話にもふれた。当然のこと凌がらFreudに言及する
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ことも忘れなかった。
　要するにoverki11について話したかったわけである。Cohnが人間の犯し
た罪を繧々述べるのは未来のchi㎜panzeeの杜会でそうした過ちを繰り返さ
たいためである，というのだ。
　熱弁を振るっているうちについ調子にのって，r創造老の不完全な創造」の
破産について愚痴をこぽす。Cohnの神の創造に対する非難，攻撃は次第に激
しく，怨恨さえこもる。
　Buz肢後で暗くなった空から火の柱が下りるのを最初に見たのは自分である
と断言する。サル達は何かが起きるのを予感して身体を堅くしていた。神の言
葉が光の文字となる。
みんなは　ひかりを　みた。
『なぜあなたは争うのか／私と／Cohnさん？』（136）
　恐怖帝こ身を錬めていたが，父親の白いヤムルカを頭にのせてCohnは神に抗
議を続げる。
　rヨプはあたたが邪悪なるものと同様答のないものも滅ぼしたと不平を言
つている」
『ヨブはだから悔い改めた』（137）
　このrだから」という神の言葉はCohnの言葉を直接受けとめていない。一
見論理的に矛盾しているようであって，神の絶対老たる権威一まさに暴君的性
格と共遼するとも思える程の一を見事に表わしている。
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Cohnも負げじと怒りのこぶしを握って，
　　rあなたは人類を減ぽした。私達の子供らは皆死んだ。どこに正義と慈悲
があるのですか？」（137）
何かに打たれてCohnは腰掛から飛ぱされて地面に叩きつけられる。
　rわたLは主，なんじの神である／人間を創造したのは／みずからを完成
せんため』（137）
　ここで話が終っていたらそれこそ面白くも何ともないが，Ma1a㎜udはサラ
ダにレモン汁をかけるのを忘れない。
　Cohnは苦い雨の滴が唇に湊みてくるのを感じて稔りながら目を覚ます。頭
の骨がずきずきする。
　木の天辺からBuzは今目の議義は衝撃的だと酔び，そLて次のエピソード
はいつですか，と尋ねた。Cohnには何のことやら分からない。ひどい風邪一
多分歩行可能な肺炎一にかかっているのかも知れない。家に帰らなければと思
い，その前にr明目の授業は休みです」と告げる。
　そして「地面はレモソで覆われていたが，頭を打たれたのはどうやらCohn
の他には誰もいたかった」（138）o
　神との椿闘はどうやらCoh触の夢の中での一人相撲であったのかも知れない
という落ちが付いている。夢かも知れたいL，うつつかも知れたい。真面目と
いえぱ真面目，そLて不真面目といえぱ不真目な話と言えよう。
5
Cohnの洞穴から1マイル下の島の海岸に3匹の見知らぬchmp㎝zeeが姿
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を現わす。「一体彼らはどこからきたのか。神が大地を動物で満たしているの
かそれとも大地がみずからを補充しているのであろうか？」（141）。
　Cohnがパナナを一杯つめたバスケット，それに半ダースのココナツバーを
持って海岸に急いだ。r彼がそこに着く頃にはこの島のコミュニティーの他の
chimpanzee達はみな新来者を迎えるために集まっていた」（141－142）。
　ここでal1the　other　chimpanzeesという言葉は，うっかりするとそのまま
読み過ごしてしまうところである。がそれは「Cohnを除く他のchmpanzee
はみな」という非常に重要なステートメントを作者はさりげなく述べているの
であって，言うまでもなく，この箇所の発話者はCohnではなく，作者であり，
視点は「神」にある。
　Cohnは神に頭を打たれて地に倒れた時，ヒトとしてchimpanzeeに生まれ
変ったという風に解釈することが許されよう。他方，レモンが頭に当たっただ
けで，何の後遣症もなく以前と変ったところはないと思うのも自由であるが，
それは余りにも素朴な読み方である。勿論chimpanzeeに変わるといっても
単なる変身物語の「変身」ではなく，chimpの数に入れられても何ら不思議
でないある「存在老」になりつつあるということである。
　話を元に戻すと，BuzとMaryMade1抑，高慢ちきなEsau，温厚な
Melchiorそしてやんちゃた双子のLukeとSau1of　Tarsus，と皆揃って自
分らの仲間を迎えて互いに匂いを嗅ぎ合い，キスをしたり，背中を叩き合い，
何やらぶつぶつと語り合い，抱き合う。
　Coh皿の友逢は最初ヒトの言葉で話しかげ新来老を驚かした。
　Buzの推理では，彼等はボートも筏も持っていないので’その足取りは海か
らではなく，森からである（142）。
　Buzが提案しないうちにCohnは新しいchimp達の名前を付ける。大学
の二人の友人の名に因んで，背の高い雄をBromberg，身体のがっしりした方
をEster㎞yと名付け，年寄りの雌は叔母の名前をとってHattieと呼ぶこ
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とにする。
　Me1chiorはHattieと知り合ったことをよろこび，すっかり若者の昔に帰っ
てじゃれている。r帳簿係のような顔をした」Esterhazyはバナナの皮をとらた
いで平然とそれを呑み込んでしまう。かと思うと大の甘党と見えるBromberg
はココナツバーに手を出し，舌でなぶるように楽しんでいた。Esauは新来の
伸間におれがこの島のアルファ・エイプ（the　A1pha　Ape）だと告げる。いわ
ゆるボスザルなどという呼び名より蓬かに格調の高い呼称ではなかろうか。こ
の呼称は前からEsauが誇りをもって使っている彼のアイデンティテーのよう
なものである。
　そLてEsauの伸間はこのr宣言」をr真剣に考えているようであったが，
誰も反対する者はなかった」（143）これはいわぱEsauのポス宣言というか・
Cohnからのr独立宣言」を意味する。
　BrombergとEsterhazyはMary　Madelynの美貌に目を奪われ，チャソ
スを窺うようになる。
　翌朝新来のape達もr木の学校」にやって来たが，木の根っ子に背中を丸
くして坐り，枝の上にいる者とは一線を画L一緒になることを拒んだ。恐らく
人間の言葉を話す者と謡せない者との間に彼等なりに隔たりを感じたからであ
ろう。が，事実はCohnが第一氷河期の話をすると，双子達が恐怖に震えるの
を見て，新来のape達もr木の学校」に上って来て，やがて他の生徒達と人間
の言葉で話し始める。
　humaneなCohnは色々な箪や樹の葉や樹皮を煎じて薬を調合し双子に飲
ませたり，Esauの虫歯を抜いて歯痛を静めたりする。またGeo㎎eの風邪も
なおそうとするが彼には断わられる。
　島の共同体は生活に活気を呈し，Cohnの希望に勝って繁栄した。
　すべてのchimp達は新来老でさえも仕事に携わった。例外はEsauで，彼
はこの島の果実で暮らした。
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　r果実はただなのに，何故あくせくするのだ。chimpでないもの（a　non
イhimp）をよろこぱせるために我々の自然をだめにする必要があるのか？
彼は一体何者なのだ？」（147）
　そのうちにMary　MadeIynをめぐる男達の壮絶な求愛の競争が行われるよ
うになる。
　特にEsauの攻勢は猛烈で，逃げまわる彼女をどこまでも追う執鋤さに，他
の男達を牒易させた。BrombergとEsterh砒yはr恐竜と翼竜の決闘」を生
命あっての物種とさっさと放棄してしまう。
　Co㎞はBuzにEsauが自由杜会の障害になるので，彼を改良するか追放
しなけれぱならないというo
　Buzは何故争いのもとになる1M1ary　MadeIynを追放しないのかと，反問
する。これはCohnの心の中を読んでいるからである。
　Mary　Madelynは自然の本能に逆らってロマンチックなものを求める。
　合理主義者のB㎜はMary　Madelynのことを狂っているとか，ロミオや
ジュリエヅトのように愚かだと評する（151）。
　Co㎞がMaryに男達の求愛を拒む理由を尋ねると，それはCohnのせい
で，人閻の言葉を話し理解するようになったためであると言う。そしてMary
Made肋はCohnに求愛する。
　二人の伸を感違いして嫉妬に狂ったEsauは洞窟の中に丸太をもって乱入し
て暴れる。
　Esauの襲撃を懸命に駿しながらCohnは，この男は今日自分を殺すために
遣わされた神の使者かも知れないという怖れがふと頭を掠める。
　しかしCohnは武器ではなく，棚から魔女のマスクをとり，顔の上にかざし
て動物のように遠吠えをしたり，捻り声を発してEsauを退散させる。
　この事件の後何ヶ月もEsauの姿を見たものはなかった。
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　CohnはEsauの扱い方を反省して，Buzを派遣して反逆的なアルファ・
エイプを説得してもう一度共同杜会に復帰させようと試みる。
　B㎜は森の中に入って丸一日探したがEsauを見付けることぱできなかっ
れそのかわりに自子のサルが森林地帯にいたと報告す乱
　翌冒の晩，その白子一Cohnが最初に見た時より数フィート大きくなってい
る一がCohnの洞窟に姿を現わし，槍をかざして投げる振りをした。COhnが
魔女の仮面で追い払おうとするが，自子には通用せず，逆にそれをもぎ敢り
Cohnを肩に担いで逃げ去る。自子の手からすべり落ちたCohnは木の根元の
羊歯の上に落ち危うく一命をとりとめる。
　CohnとMary　Made1抑はふたりで休む時，彼女が薄くなったCohnの
頭髪をととのえると，Cohnはお返しに彼女の胸やお腹の毛づくろいをLた。
このグルーミングの行為はCohnがchimpanzeeに同化Lつつあることを示
す。そLてBuzは慎しみを忘れてふたりの跡をつけ，彼等の会話を盗み聞き
する。
　CohnとB脳の間に精神的な離反が生じる。CohnはMade蚊nとふたり
だげの時，Buzの姿を見付げるとアダムとイヴの交合の場面をみだらな目つき
で見詰めていたあの蛇を連想する。一方BuzとしてはCOhnがどのような権
利で成熟した男の求愛の権利を妨げているのか分からない。
　Buzは正式にCohnの洞窟から出て行く。8枚の板チョコとCohnの古い
帽子を持って。この8枚の板チョコは後でわかるがbaboonの数と一致する。
　CohnはBuzもそろそろ独立した自分の住居を持ってもよい頃だと思って
洞窟を出ることに同意したのである。
　Mary　Made1抑の天衣無縫で一途な求愛をCohnは受げ入れるわけにはい
かたい。彼はレビ謝4〕や申命記㈲を引用してMary　Made1皿を諦めさせよう
とするが，彼女は「あなたは私のことを獣（a　beast）と思っているのですか？」
と迫る。「そうでも恋いけど」とCOhnは言う。
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　Mary　Made1皿の求愛を退けたものの，自分とMa町Madelynの閻に
man－chimp　chnd（165）ができたらどうなるかという仮想に愚かれる。
　Cohnは自分をロトの娘達に擬してこの島をCohn’s　Lotと改名してはどう
かなどと，「妄想」を邊しくする。
　彼の「妄想」を実行した後でCOhnは妻の骨壷を棚から下ろしてシャベルを
使って概子の樹の下に埋める。Buzは夜の闇にまぎれて雨手でそれを堀り起こ
し，その壷を海に投げ込んでしまう。
　臨auは歯痛のため痩せこけて洞窟を訪ねてくる。Cohnは薬草を使って
Esauを眠らせ，Maryの助げをかりて虫歯を抜く。
　その後Esauは協力を約束したので，Cohnは彼を果樹園の管理人にした。
　Esauと和解が成立したので，Cohnはrヒトニザルの集会」（the　assembly
ofapes）を召集L，長い間頭の申で温めていたものをr神の訓戒」（Gd’s
Ad㎜㎝ition）として提示する。
　1．我々は世界の終りを生きのびたのであるから生をいとおしめ。殺すな
かれ。
　2．銘記せよ，神は愛ではない，神は神であることを。神をおぼえよ。
　3．汝の隣人を愛せよ。もし汝が愛することができなけれぱ，仕えよ一他
人に，また杜会に。よろこんで義務を果せ。
　4．汝らは生命あるものとして価値を等しくするが，思想は違う。木の学
校に出席せよ。
　5．果実を平等に分かつものは幸いである。
　6．　おおよそ利他主義は可能であ私努カを続けよ。上記の3．を参照せ㌫
　7．犬志は自然陶汰を改善するかも知れない。chi血panzeeはかつてのヒ
トよりもより優れた生きものとなるかも知れ在い。急ぐ必要はないが，その
ことを・しサこ留めよ。（171）
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　やがてr訓戎」は断崖の壁に刻まれ，いわぱ島の「憲法」となる。
　島のコ同二一は物質的に栄えた。chi㎜p達が皆働くことに精を出したからで・
ある。彼等は伸間のことを互いに‘㎜en’と呼び合い，杜会は全体としてCohn
の期待している文明化の方向に進んでいるように見えた。
　Cohnは終身教師と名誉chimpanzeeに投票で選ぱれる。そしてMary
Madelynに子供ができ飢
What　was　God　doing　in　her　womb？（173）
　Cohnの島の住民の生活に強い影響を与える事件が起きる。一r3匹のba－
boonが大きな平たい砂岸の上で輸をなして黒犬のように坐っていた」のであ
る。
　Saul　of　T鵬usは田圃の端からbabOonの様子を窺っていたが，誰彼なし
に，この辺で見知らぬ黒いモンキーを数匹見たと知らせた。Me1chiorは囲い
が汚い洞窟の中で暮らしていたhabOonのようで，連中は風呂に入る必要があ
ると言った。ところが雨が降って毛についていた黒い汚れを流してしまうと，
緑黄色となった。染料か泥かあるいは灰の黒い汚れは雨で流されたが，今度は
田圃のそぱにある池の色が変った。そこ七MelchiorがくどくどとCohnに
不平を言ったので，CohnばbabOonの存在を知った。何日もCohnは神の
意志が奈辺にあるかと思い悩む。
　CohnとMary　Made1皿の間に女の子が出来る。‘humano蛆mfant’即
ち‘chimpa㎜ee－hu㎜anbaby’である。MaryMade1ynと激論の末，
Rebekah　Islandaと名付けられる。
　その晩COlmは決然とLて洞窟の壁に強固な防護柵をとりつけ乱
　Mary　Madelynはそのようなものは不必要で，むしろ赤ん坊に大切た薪鮮
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な空気が入らたくなることを心配する。
　Cohnはただの用心のためで，文明はその緒に就いたぱかりだと答える。
　EsauはCol㎜の幸運を羨み，嫉妬の炎を燃やす。Cohnは彼の援雑な言葉
遣いをたしなめ，エネルギーを思想や芸術，あるいは何か満足すべき労働に創
造的に昇華させることをすすめる。
　陽の光が金色に輝き，徴風が木の葉をそよがせている夏の一日，baboonの
子達一美少女のSara，活藩なPatとAloysius一が無邪気に戯れている姿は
絵のように美しい。
　Saul　of　Tarsusの知らせを受けてEsauはSaraを襲う計画を立てる。
EsauはSaraがいる木に近い3本の木の根元にBromber9，Esterhazy，Luke
を一人づつ配置した。Buzは家に帰される。「この狩猟はインテリーのタイプ
には向かない，頭脳が邪魔になる」（188）というわけである。
　BuzはCohnのところに駆け込むが，Cohnは家族と一緒に浜辺に出かけ
て波を見ていたのである。この島から脱出する夢を見ていたのかも知れない。
　Saraの襲撃事件の残虐さはひどいものであった。そしてこの事件が口火と
なってchimpanzeeの集団と，babOonの集団の対立，抗争は激化すること
にたる。
　CohnがSaraの事件に参加した者を議責し，彼等を「木の学校」の教育理
念に立ち返らせようと躍起に在るカミ，以前程効果は上がらない。Esauは
chimpanzeeのr人心」を巧みに操り，次々に「蛮行」に駆り立てようとする。
　CohnはSaraの葬儀を公式に行なった。被害者側のbaboon達を招くた
めにBuzを遣わしたが，彼等はBuzを威嚇Lて追い返Lた。
　Saraの事件に参加した老のうち葬儀に出席したのはEster㎞yだけである。
　Esauは次第に荒々しさを増し，小さい9orri1aのようであった。彼の声が
響くと，Georgeは追い立てられるように立ち去った。baboonの子供狩りは
完壁な自然陶汰であるとEsauは広言を吐いた。
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　「この島でbaboonの人口を制隈しないと，彼等は島中に鼠のようには
びこり，我々の方が島から出て行かねぱならなくなる。更につげ加えると，
果実には食い飽きたし，デザートにかび臭い種なしバソもうんざりというも
んだ」（194）
　CohnはEsauに右手を挙げて，“I　wi11not　ki11．I　wi11obey　the　Seven
Admonitions”（195）と誓わせようとする。するとEsauは彼の左手を挙げ
てもう二度と無邪気なbaboonの女の子を殺さないと誓う。
　これは改めて言うまでもなく，r殺すなかれ」という絶対的法律の相対化，
ごまかしで，それにこの島にはもうbabOonの女の子はいたいのであるから，
誓言自体人を喰っている。これは後日baboonの男の子を襲う行為を正当化す
ることにたるo
　Esauの集団がA1oysiusとPatを追い廼すとbaboonの大人たちも双子
のchimpを襲って，chimpとbaboonの乱戦となる。
　Cohnはr悪」の根を絶つために瞳au，Bromberg，Esterhazyの3名を
Cohnのコミュニティーから追放処分にする。LukeとSau1of　Tarsusは謡
責処分である。
　処分に不服なEsauは簿猛な顔つきで両手を拡げ鼻息も荒々しくじりじりと
Cohnに迫ってくる。
　逃げ場を失ってCohnはB㎜に助けを求めるが，Buzは木の上枝に悠然
と構えて，文字通り高見の見物とぱかりにオレンジの皮をむきながら成り行き
を傍観している。
　Cohnが首を締められ切追した危機的状態から脱する時の模様を作者は次の
ように描写している。
rEsauはまるで電話のベルを聞いてそれに応じるようにCohnの首にか
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けていた雨手をゆるめ，Cohnのわきに粉袋のようにどさりと倒れた」（202）
　それば奇蹟などではなく，Mary　Madelynが金槌でEsauの悩天を背後か
ら一撃したのである。
　B㎜はターザンのようにEsauの背中に飛び乗ってCohnを助げようとし
たところであるなどと調子のよいことを言う。
　この出来事から1週間後にCOhnが人口調査と称してbaboonの岩を訪ね
た時，A1oysiusが行方不明で，Esauたちの仕業であることを知る。
　その日のタ方Aloysiusの無惨な死体が発見される。
　Coh皿は自分が失敗者（a　failure）であるという絶望に捕えられる。
　この島に満ち満ちている邪悪なものを追い払うために我々は何をなすべきか
とCohnが間うと，Buzは先ずあの誤ったr訓戒」を取り除くように助言す
る。
　Buzば伸間のchimpを集めてr七つの訓戒」の第21条をCohnの許可な
しに変更してr神は愛で友い」をr神は愛である」としてしまう。結局第2条
ぱ「神をおぽえよ」という文言だげ残して他は削除する。
　臨auは悪魔に近い存在なので許されないが，EsterhazyとBro皿bergの
追放は解除されるo
　「幸いなるかなch1mpanzeeの民よ」とBuzは黄色い断崖の台地から説
教をした。r彼等は全地を継いだのである」（205）
　Rebekahの運命が気になるところである。彼女は赤ん坊としての動作性は
遅れているが，言語能力はすぱらLい。ダダ，ママといい，数も10まで数えら
れる。冒は非常に好奇心に富み，生き生きして青い。彼女は結局B吻と一緒
になってhumanoidrchimpanzoidraceの母となるように運命づけられてい
るのであろうかとCohnは考える。しかし彼女はこの島で生を全うすることが
できるのであろうか。
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　或る日BuzはCohnのところに押しかけてくる。一「このぽろくその門
をあけろ」とBuzは外から叫んだ。「一体何をこわがっているんだ。」
　CohnはB㎜の間いに答えたくなかったので防護柵を動かそうとしなかっ
たが，板チョコをもらいに来たというたわいもない理由なので，B吻を申に入
れた。
　B㎜のお目当てはどうやら他のところにあり，「板チョコをかじりながら
Mary　Madelyの胸を彼女が顔を赤らめる程じっと見詰めていた」（208）。
　硫黄の臭いがCohnの鼻孔につんときた。Georgeの臭いとも違っていた。
そして洞窟の中に立って悪魔のようににやにや笑っているESauを見た時，
Cohnの気力は萎える。
　CohnはBuzを中に入れてから防護柵をもとに押し戻しておかなかったこ
とを悔やむ。
　跳auと一絡にムterhazy，Bromberg，LukeとSaul　of　Tarsusが洞窟
の中に入って来た。
　すすり泣く母親の腕からRebekahをひったくるとその赤ん坊を無雑作に
Brombergにほうり，男達は次々にポールのように回す。最後にLukeは洞
窟から素早く逃げる。Mary　Madelynは息をつまらせたような悲痛な叫びを
挙げて四つん這いになって娘を追う。
　Cohnは立ったまま臨auの死を祈る。
　Esauと他のchimp達は洞窟から飛び出す。彼等は地面に倒れているCohn
の胸に石を山程積んで行った。rB㎜，お前もか？」（210）とCohnは悲痛な
声で畔ぶ。
　イエスに悔い改める以前のマグダラのマリャのようにMary　Madelynは
chi㎜pの男達を決して避げないからRebekahを返してくれと哀願する。
　臨auの一味は小さた子供を遠れて木から木へと遊牧民のようにさまよった。
彼等の後を子供の母親は「腕渡り」をして遠い，Cohnは大きた槍を捨てて追
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跡した。走りながら両腕をのぱし，万一あやまって子傑が落ちたり，叉は彼等
に地面に落とされた場合に備えた。
　闇の中を赤ん坊をくるんだ白い束が木から木へと空を飛んで行く。作者の筆
はくどい程この危険な「サーカス」の光景を絵画的に描いている。
　もうこれ以上chimp達を追っても無駄で，Cohnは諦めてr家」に戻った。
　CohnはBuzの裏切りを罰して彼のr人工の声帯箱」（hisart血cia1voice
－box）の配線を切って言謡能力を奪ってしまう。BuzはGottlobに回帰す
ることになるo
　「木の学校」の教壇の椅子にCohnが腰かけると，ひまわりの種子や石が彼
の頭に飛んで来た。MaηMadelynを探したが，見付からなかった。Esauや
Gottloもは当然のことながら出席したかった。
　Cohnが皆に共同体の未来のために断食して欲しいと提言すると，ただ醐笑
と，ごろごろという捻り声が返ってきた。その時初めてchimpanzee達に言
語能力が失われたことが分かった。
　洞窟へ急いで帰る途中Cohnは畠の中でMa呵Made1ynの姿を見かげる。
　EsauとGott1obも彼女と一繕だった。Mary　Made1ynは野性に帰ってい
るようであった。Cohnは一生懸命に彼女の名を呼ぶが，返事はない。Cohn
は一瞬自分の耳が聞こえなくなったのカ㍉それとも彼女が彼の言うことを聞き
たくなかったのかしらと思った。彼女は言葉もなく夢中になっていた（217）。
　その晩Cohnが雑のうに彼の持物を詰めていると，chimp達の集団が防護
柵を丸太で叩きこわしてGottlobを先頭に雪崩れ込んで来た。
　chimp達は先ず，Cohnがこの島に到着すると真先に取り付けた貯蔵棚を
引き下ろし，鉄の槍で減茶減茶にした。Esauは彼の頭を出血させた釘抜きつ
きの金槌であの大切なレコード盤と蓄音器を3回の打撃で完全に破壊する。
　彼讐はベッドの下に隠れていたCohnを掩え，金属の鎖で腕を縛り，首に縄
を輸にして巻いた。更に両腕を背中のうしろに回し，Gottlobの主張により両
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足も一鰭にがんじがらめにした。
1
　ゴノレゴダの丘に向かうイエスには較ぶべくもないが，COhnは手首を皮ひも
で縛られ，一束のたきぎを胸に抱き，首には首輸をかけられ，すり切れたロー
プをひきずりながら石ころだらげの山を登る。素足でCohnは登る。
　狭い遺路の曲り角で，みんな驚いたことに一人の乞食に出会う。その乞食は
7本の指のある手を差し出したがCohnが両手が縛られているのでポケット
に手が届かないと言う。「何を乞うのですか」というCohnの間いに対して乞
食は「神の恵みを」と答える。「上げるものがあるといいんですが」とCohn
が言うと，「おほお」と乞食は言って，雪崩のようにもうもうたる霧の中に消
える。
　「あれは謹だったのか？」とCohnが訊くと，「チョッキン」とBuzは言
うだけだった。
　山の頂きに着いた時Cohnはrこの茂みのどこに雄羊はいるのかね？」㈹と
羊の鳴き声をして尋ねる。するとBuzは彼のおやじさんに向って指を振るだ
けである（222）。
　Cohnはもう分かっていたがr私は播祭の犠牲になるのかね？」と訊くと，
Buzの返事は「チョッキン」とだけ。
8
　これでG0∂’s　G焔6習は終ってもよいと考えることもできるかも知れないが，
事実は，先に3のところで言及したAbrahamとIsaacのr犠牲の神語」の
r寓話化」が展開されている。もっともAb醐h狐とIsaacの立場が逆転し
ている。つまり，G06’8G湖αの中で犠牲に供されるのは「子」ではなくr父
親」の方である。
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　B㎜は人間の言葉は話さないが，GottlobではなくBuzに戻って，r犠牲」
の儀式を執行する。
　B11zばたきぎを祭壇の上にきちんと並べ，乾いた木に火をつげる。そして香
辛料やミルラ樹脂を煙にふりかけると，r炎がぱっと上がり外国語ではじける
音をたてた」（223）これは不完全な人聞の言語の消滅を暗示す私
　BuzはCo㎞にひざまずくように指示し，その仕方を示すために自分の膝
を曲げる。
　Cohnば「もLお前が私の最愛の息子でなければ，私はこんなことはしない
よ」（223）と言って，r火」の前にひざまずいて，r待ったをかける天使」（a
naysaying　ange1）が現われるのを待つ。Abrahamの場合には現われたが，
今度は決して翼われるはずもないの百㌦
　Buzば彼の父親の頭を長い髪の毛をつかんでうしろに引き，首を露にして石
のナイ7でその喉を狸う。二人が驚いたことには，そのナイフがCohnの肌に
触れる寸前に血が避る。rチョーキン」とBuzが言う。その意味はイェスかノ
オか誰にも分からない。
　Ma1a㎜ud特有の多義的な解釈を許すあの幻想の世界が展開するからである。
ともあれこう書かれている。
　Cohnは洞窟の床の上に横たわって炎の上にのせられるのを静かに待って
し、たo　（223）
　かつてCohnはBuzにこういうことを話したことがある。「神がAbraham
の信仰を嘉してISaaCの代わりにヤブで捕えた雄羊を犠牲の動物として捧げ
ることを許した。つまり人聞の犠牲の代わりに動物の犠牲を首定する考えであ
る」（73）しかL　Buzが動物の犠牲という考えを認めることができないのも当
然である。B㎜はこう抗議Lている。
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rあなたは動物を殺すことが文明的な行為だと言うのですか。」（73）
　r試練が終わり生命が救われたIsaacが山から下りてくる記事がない」（74）
ように，Cohnが山から下りてきたとは書かれていない。Lかしその可能性は
十分あ孔それは次の言葉の中に見出すことができよう。
　r慈悲深い神よ」とCohnは言った。r私は老人です。主が私の生命をの
ぽして下さった」（223）
　この“Mercifu1God”という呼びかげはCohnがr大惨禍」後初めて神に
対して口にLた言葉で，非常に意味深い呼びかけである。
　しかしまた鱈祭の犠牲はchimpanzeeの杜会に死に損って一人生き続けた
Calvh　Cohnという男の悪夢に過ぎなかったのか，そLてG06’s　G伽θ全体
はCohnの夢物語で，未来に対する一つのr寓話」であろうか。そういえぱ，
この小説はThis　is　that　sto町の4語で始まっている。しかし，この4語の
後にコンマもピリオドもなく次のように詩行が続く。
　The　heaving　high　seas　were　laden　with　scum
　The　dull　sky　glowed　red
　Dust　and　ashes　drifted　in　the　wind　circIing　the　earth
　The　burdened　seas　slanted　this　way，aI1d　that，nooding　the
scorched　land　mder　a　day1ight　moon
　Ablackoilyrainrained
　No　one　was　there
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1983牢5月2日）
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注（1）Bemard　Malamud，Go∂’∫G7伽（New　York：Farrar　Straus　Giro岨・1982）
　　本文中1こ付した（）内の数字は，上記のテキストのぺ一ジ数を示す。〔〕内は
　　筆者｝こよる。
　（2）小林基「パッショソの喜劇一1）刎肋’s工毒㈱について」（早稲田商学，第286号）
　（3）　Genes三s22・20－21・
　（4〕　Leviticus20．15．
　（5）Deuteronomy27・21・
　（6〕　Genesis22．7・
234
